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こ
の
度
、
法
幢
院
役
員
四
年
の
任
期
満
了

に
と
も
な
い
、
役
員
の
交
代
を
お
こ
な
い
ま

し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 ●

総
代
長 

 

田
邉 

民
男(

瀬
木) 

●
副
総
代
長 

坂
本 

喜
勝(

二
子
山
・
竹
森) 

●
副
総
代
長 

矢
崎 

秀
明(

岩
波) 

●
会
計 

 
 

矢
崎 

秀
明(

岩
波) 

●
総
代 

 
 

依
田 

修
次(

大
藤) 

 
 
 
 
 
 

中
村 

澄
雄(

踊
石
上
・
中) 

 
 
 
 
 
 

須
頭 

君
夫(

踊
石
下) 

 
 
 
 
 
 

広
瀬 

久
政(

幅) 

 
 
 
 
 
 

三
森 

啓
計(

上
条
・
下
小
田
原) 

 
 
 
 
 
 

矢
崎 

英
一(

上
手
林
・
上
小
田
原) 

 
 
 
 
 
 

古
屋 

聖
五(

神
戸) 

 
 
 
 
 
 

廣
瀬 

朗(

岩
桜
・

中
子
沢
・

藤
原
木) 

 
 
 
 
 
 

小
野 

雅
俊(

上
原) 

●
世
話
人 

 

田
邉 

武
士(

瀬
木) 

 
 
 
 
 
 

小
野 

雅
仁(

瀬
木) 

 
 
 
 
 
 

雨
宮 

 

潔(

二
子
山
・
竹
森) 

 
 
 
 
 
 

岩
波 

守
和(

岩
波) 

岩
波 

 

学(

岩
波)  

 

      
 
 
 
 

有
賀 

 

健(

大
藤) 

 
 
 
 
 

柏
原 

 

勝(

大
藤) 

 
 
 
 
 

内
田 

繁
樹(

踊
石
上
・
中) 

 
 
 
 
 

竹
内 

忠
夫(

踊
石
上
・
中) 

 
 
 
 
 

小
野 

宗
和(

踊
石
下) 

 
 
 
 
 

中
村 

政
一(

踊
石
下) 

 
 
 
 
 

中
村 

一
男(

上
条
・
下
小
田
原) 

 
 
 
 
 

横
溝 

忠
幸(

上
条
・
下
小
田
原) 

 
 
 
 
 

古
川 

幸
男(

岩
桜
・

中
子
沢
・

藤
原
木) 

 
 
 
 
 
山
本 

兼
吾(

岩
桜
・

中
子
沢
・

藤
原
木) 

 
 
 
 
 

広
瀬 
富
雄(

岩
桜
・

中
子
沢
・

藤
原
木) 

 
 
 
 
 

小
野 
久
明(

上
原) 

 
 
 
 
 

小
野 

 

隆(
上
原) 

 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
順
不
同
・
敬
称
略 

 

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

退
任
さ
れ
た
役
員
の
方
々 

●
総
代 

 

小
野 

晴
也(

幅) 

 
 
 
 
 

古
屋 

 

暁(

踊
石
上
・
中) 

 
 
 
 
 

志
村 

孝
夫(

踊
石
下) 

 
 
 
 
 

晦
日 

正
一(

岩
桜
・

中
子
沢
・

藤
原
木) 

 
 
 
 
 

古
屋 

義
文(

大
藤) 

 
 
 
 
 

中
村 

一
男(

上
条
・
下
小
田
原) 

●
世
話
人 

笠
井 

嘉
守(

踊
石
上
・
中) 

 
 
 
 
 

中
村 

忠
雄(

踊
石
下) 

 
 
 
 
 

鈴
木 

正
保(

岩
桜
・

中
子
沢
・

藤
原
木) 

 
 
 
 
 

古
屋 

嘉
彦(

大
藤) 

 
 
 
 
 

柏
原 

安
雄(

大
藤) 

 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
順
不
同
・
敬
称
略 

 

こ
れ
ま
で
当
山
の
為
、ご
尽
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

昨
年
の
晋
山
結
制
式
の
際
、檀
家
の
皆
様

か
ら
ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
奉
賛
金
を
寄
付

額
に
し
て
参
り
ま
す
。 

 

現
在
は
下
書
き
の
段
階
で
、本
堂
入
口
に

一
覧
を
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
御
名
前
・
奉
賛

金
額
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、来
年
の
春
に
は
寄
付
単
の
制
作
に

入
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
ご
確
認
い
た

だ
け
な
い
方
は
、
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

   
晋
山
結
制
式
の
様
子
を
峡
東

C
A

T
V

様

が
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。完
全
版
が

三
枚
組
で
三
五
〇
〇
円
、CA

T
V

で
一
月
に

放
送
さ
れ
た
放
送
版
は
二
六
〇
〇
円
で
す
。 

 

注
文
さ
れ
る
方
で
神
金
地
区
の
方
は
各

総
代
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。そ
の
他
の
地

域
の
方
々
は
直
接
当
山
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
注
文
の
締
め
切
り
は
十
月
末
日
で
す
。 
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寄
付
額
確
認
の
お
願
い 

晋
山
結
制
式D

V
D

が
出
来
ま
し
た 

 



 

今
年
も
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
、
四
月
八
日

の
花
祭
り
に
あ
わ
せ
て
雲
龍
カ
フ
ェ
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
約
三
十
名
を
超
え
る
方
々

が
足
を
お
運
び
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

季
節
の
花
で
飾
ら
れ
た
花
御
堂
に
祀
ら

れ
た
お
釈
迦
様
の
誕
生
仏
に
甘
茶
を
か
け
、

お
参
り
し
た
後
、
お
茶
を
傍
ら
に
小
沢
愛
先

生
に
よ
る
レ
ジ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
や

伊
藤
公
郎
さ
ん
ら
に
よ
る
シ
タ
ー
ル
の
演

奏
で
午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た 

           
 

       
 

 

平
成
元
年
に
保
科
邦
幸
様
か
ら
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
聯
を
、
本
堂
中
央
の
柱

に
移
動
し
ま
し
た
。 

 

正
面
向
か
っ
て
右
に
は
『
法
輪
本
よ
り
転

じ
て
、
余
る
こ
と
無
く
欠
く
る
こ
と
無
し
』、 

左
に
は
『
甘
露
一
潤
し
て
真
を
得
、
実
を
得

る
な
り
』
と
い
う
道
元
禅
師
『
教
授
戒
文
』

か
ら
の
一
節
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

       

 

大
雄
山
最
乗
寺
前
山
主 
余
語
翠
巖
老
師
書 

 

  

広
島
の
原
爆
投
下
後
す
ぐ
に
、第
一
生
命

は
保
険
金
支
払
所
を
開
設
し
、死
亡
証
明
書
、

保
険
証
券
が
な
く
と
も
、請
求
通
り
の
保
険

金
を
署
名
と
拇
印
の
み
で
無
制
限
に
支
払

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
陣
頭
指
揮
を
執

っ
て
い
た
の
が
当
時
支
社
長
の
菊
島
奕
仙

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
戦
後
七
〇
年
の
取
材
で

中
国
放
送
の
皆
様
が
来
山
し
ま
し
た
。 

 

 

山
梨
県
宗
務
所
よ
り
、
大
本
山
總
持
寺
二

祖
、峨
山
禅
師
六
五
〇
回
大
遠
忌 

報
恩
会

参
拝
の
案
内
が
来
て
お
り
ま
す
。京
浜
四
大

本
山(

總
持
寺
・
川
崎
大
師
・
本
門
寺
・
増
上

寺)

を
め
ぐ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

旅
行
期
間
は
十
一
月
二
十
四
日
〜
二
十

五
日
で
す
。
募
集
定
員
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
山
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
し
い
内
容
は

掲
示
板
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

     

毎
年
夏
休
み
に
入
る
と
各
地
で
子
ど
も

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
今
年
は
法
幢
院
で
『
子
供
禅
の
集
い
』

を
お
こ
な
い
ま
す
。 

 

日
時
は
八
月
六
日
（
木
）
午
前
八
時
か
ら

受
付
を
順
次
始
め
、九
時
か
ら
開
講
式
と
な

り
ま
す
。 

六
日
は
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

で
す
の
で
、
ま
ず
参
加
さ
れ
る
皆
様
に
平
和

の
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後

は
、
坐
禅
や
流
し
そ
う
め
ん
、
エ
コ
工
作
な

ど
様
々
な
体
験
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

申
し
込
み
等
は
別
紙
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

 

① 

お
棚
経 

・
十
三
日
午
後 

瀬
木
・
上
原
・
巾 

 
 
 
 
 

踊
石
下
の
一
部 

・
十
四
日 

新
盆
の
ご
家
庭
・
大
藤 

 
 
 
 
 

上
条
・
塩
山
の
一
部
地
域 

・
十
五
日 

岩
波
・
上
切
・
二
子
山
・ 

 
 
 
 
 

上
小
田
原
・
下
小
田
原
・ 

 
 
 
 
 

踊
石
上
、
中
、
下 

ま
た
右
記
の
地
域
以
外
へ
は
八
月
に 

お
棚
経
へ
伺
う
予
定
で
す
。 

八
月
十
一
、
十
二
日
県
外
檀
家
様 

八
月
十
三
日 

市
内
・
県
内
檀
家
様 

八
月
十
四
、
十
五
日 

予
備
日 

 ② 

寺
参
り 

七
月
十
六
日 

 

午
前
十
時
・
午
後
三
時 

※
御
都
合
に
合
わ
せ
て
御
来
山
下
さ
い
。 

 

③ 

精
霊
棚
に
お
供
え
し
た
牛
や
馬
、
供
物

を
川
へ
流
す
事
は
河
川
の
汚
染
に
つ
な

が
り
ま
す
。
鐘
楼
南
側
の
駐
車
場
の
一

角
に
置
き
場
を
作
り
ま
す
の
で
、
そ
の

中
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

※
置
き
場
へ
は
右
記
以
外
の
腐
ら
な
い
物 

（
ビ
ニ
ー
ル
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

  

４
月
の
雲
龍
カ
フ
ェ 

 

 

夜
坐
禅
と
薬
石
の
会 

 

３月７日、６月１４日に夜坐禅

と薬石の会をおこないました。

写真は６月にお出しした精進

料理です。たくさんのご参加、 

ありがとうございました。 

大
本
山
總
持
寺
参
拝 

旅
行
の
ご
案
内 

寺
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

聯(

れ
ん)

を
移
動
し
ま
し
た 

 

法
幢
院
二
十
世
菊
島
奕
仙
大
和
尚
の 

取
材
が
来
ま
し
た 

子
ど
も
禅
の
集
い
に 

参
加
し
ま
せ
ん
か 
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